
 

 

 

 

 
 

  
 

今年度も「花いっぱいふれあい清掃活動」を４ つの自治センター地域に分かれて行うことができま

した。小・中学校の学校運営協議会（コミュニティー・スクール）が中心となり、生徒会執行部メンバ

ーも企画・運営に参画しながら準備を進めました。 

当日は、児童生徒、保護者、地域の方々が協力しながらプランターへの花植や清掃活動を行うこと

で「地域の一員としての自覚を高め、生まれ育った郷土を愛する心を育成する」という目的に迫ること

ができました。 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

回 覧 令和６年１０月  ３日  

学校だより（第７号）  

 

はばたき 

 

 

花いっぱいふれあい清掃活動   地域と繋がる  ９月 25日（水） 

僕は、今回の作文を書くにあたって、自

分について振り返りました。ぼくは陸上部

として目標があります。それは陸上で自己

ベスト５分９秒を切ることです。この目標

を達成するためには、優先順位を考える必

要があります。例えば、大会に向けての練

習です。毎日の練習で自己ベストを超える

ために全力で走るのは、良いことかもしれ

ません。 

しかし、練習の取り組み方によっては、怪我をしてしまう

かもしれません。大会の半年前、１か月前、２週間前、１週

間前と、取り組むべき練習が変わります。日々の練習は栗栖

先生に指示を出していただいていますが、自分自身でも今ど

んな練習をすべきか、どのように取り組むべきなのかを考え

る必要があります。 

また、大会で実際に走っている最中も優先順位を考える必

要があります。他のランナーがいる中で、自己ベストを出し

たい気持ちと順位を上げたい気持ちが出てきます。２つを考

えたとき、どちらを優先し、どこで勝負に出るかを瞬時に考

え、実行しなければいけません。以上のように、目標を達成

するには、優先順位を考える必要があるのです。 

僕たち２年生は、今学期生徒会選挙があり、いよいよ世羅

西中学校の中心になります。今年の３年生は、行事に対して

見通しを持ち、早くから取り組んでいらっしゃいました。そ

うした、見通しや優先順位を考えた行動は、ぼくたち２年生

も見習わなくてはいけません。２学期は、リーダーになるた

めに、もっと優先順位を考えた行動ができるようになりたい

と思います。 

 

僕は「優先順位を考える」ことは

とても大切なことだと思いまし

た。なぜなら、今までの人生で、優

先順位を考えて行動していたら、

もっと良い結果になっていたと思 

うことがたくさんあったからで 

す。 

今回、七つの習慣の「優先順位を考える」ことに

ついて、印象に残った言葉があります。それは「時

間を管理するのではなく、自分自身を管理する」と

いう言葉です。僕は、目の前のことばかりに追われ

るのではなく、もっと先のことを考えて行動するこ

との大切さを知りました。例えば、期限のある宿題

を前日まで残しておかずに、前もって計画を立てて

実行することは、自分を管理することに繋がります。

さらにそれだけではなく、今すぐやるべきでなくて

も、将来の為に取り組む行動も、「自分を管理する」

ことです。読書をして知識を深めたり、友達と仲良

くして人間関係を築く力を付けたりすることは、将

来の夢を叶えることに繋がります。 

僕は、今まで目の前のことやその時思いついたこ

とだけに取り組んでいました。でも、これからは準

備や計画を立て、将来の為に今やっておくと役立つ

ことにも目を向けたいです。 

 

１年 田原 輝星 ２年 城明 晴空 

新チームとなり、初めての大会となりました。２年生がリーダーとなり、町内の学校と合同チームを結
成し、出場した部もあります。新たな目標に向けてスタートをきった生徒一人一人が、仲間やチームのた
めに、声援を送る姿がとても印象的でした。 

バレー部（三原第二中学校） 

卓球部（三原リージョンプラザ） 陸上部（ダッシュこざかなくん運動競技場） 

野球部（因島球場） 

９月４日（水） 
８月末の台風の影響で延期した JICA 中国訪問学習を９月４日（水）に行いました。JICA

中国（中国国際センター）訪問学習は、国際社会への関心を深め、より広い視野でものごと

を捉えようとする態度を身につけることを目的に行いました。 

黒川スポーツ広場 

山福田自治センター 津名自治センター 

せらにし小学校（小国） 



 

 

 

 
 

日 曜 １０月の行事予定 日 曜 １１月の行事予定 

1 火   1 金 輝くせらの学校文化発表会 

2 水 １年生グランドゴルフ⑤⑥ 2 土   

3 木   3 日 〈文化の日〉 

4 金 英検② スクールカウンセラー来校日 4 月 〈振替休日〉 

5 土   5 火   

6 日 
  

6 水   

7 月 中間テスト 7 木  

8 火 中間テスト マナー講座（3年生） 8 金   

9 水 英語 IBAテスト（各学年） 9 土 *文化発表会 

10 木 

  

10 日   

11 金 
学校安全の日  
スクールカウンセラー来校日 

11 月 〈振替休業日 11/9〉 

12 土 世羅郡中学校駅伝 12 火 
学校安全の日 
スクールカウンセラー来校日 

13 日   13 水 家族の日 

14 月 〈スポーツの日〉 14 木   

15 火   15 金   

16 水 家族の日 16 土   

17 木   17 日 中国中学校駅伝 

18 金 

PTA参観日 
３年授業参観 ２年修学旅行説明会 
１年 PTC活動 
親子講演会（防災について） 

18 月 〈振替休業日 10/27〉 

19 土   19 火 
3年進路懇談① 
スクールカウンセラー来校日 

20 日   20 水 3年進路懇談② 給食費口座振替日 

21 月 給食費口座振替日 21 木   

22 火   22 金   

23 水 スクールカウンセラー来校日  23 土 〈勤労感謝の日〉 

24 木 第３回 3年確認テスト 24 日   

25 金   25 月 期末テスト 

26 土   26 火 期末テスト 

27 日 登校日（11/18振替休業日） 27 水 期末テスト 

28 月   28 木   

29 火   29 金   

30 水   30 土   

31 木         

 

「先輩から学び取る」 キャリア教育    ９月１２日（木） 

世羅西中学校を卒業した先輩方から、本校在籍中の学びがどのように現在に影響している面や、進路実
現・自己実現に向けて取り組んだこと、取り組んでおられることなど、全校生徒に話していただきました。
生徒の進路実現への意欲向上につながりました。 

校長コラム「未来」⑩ 

９ 月 25日（水）に「花いっぱいふれあい清掃活動」が無事に終了しました。ご協力をいただき
ました地域・保護者の皆様、本当にありがとうございました。 
この取組は、長年、せらにし小学校と世羅西中学校が連携・協働して実施してきた行事です。３

年前からは、小・中学校の学校運営協議会（コミュニティ・スクール）が中心となり、学校・家庭・
地域が一体となって取り組む行事と進化しています。 
日頃からお世話になっている「地域の拠点」である４ つの自治センターを会場に、中国実業団駅

伝の沿道を彩る花を児童生徒と保護者、地域の方々でプランターに植えた後、自治センター周辺の
清掃を行う活動は、児童と生徒、大人と子供、大人と大人の縦横のつながりをつくる貴重な場とも
なっています。 
 
本年度からは、来年度（令和７ 年度）に向けて、この「花いっぱいふれあい清掃活動」をさらに

発展した取組・行事にしていくことを検討しています。 
具体的には、これまでと同様にプランターへの花の植え付けを終えた後、「防災・減災教室」を

実施できないかを検討しています。 
これまでも各自治センターでは、年に何度か防災教室を開催されていましたが、特に若い世代（児

童生徒やその保護者など）の参加が少ないという課題があったそうです。 
学校においても、児童生徒が、「自らの命を守る行動」に直結する防災・減災意識の向上は、と

ても重要であり、充実を図る必要があると思っていました。 
この学校と地域の課題を改善・克服するための取組として、学校・家庭・地域の方々が参集する

「花いっぱいふれあい清掃活動」を発展させていこうと、本年度から協議しています。 
 
現在行っている検討・協議こそが、学校運営協議会（コミュニティ・スクール）ならではの取組で

あると思います。学校と地域の共通の課題をもとに、世羅西地域で過ごす全ての人たちにとってプ
ラスになることは何かを考える場は、学校運営協議会（コミュニティ・スクール）が存在しないと困
難であったと思います。 
また、このような検討・協議を行うことを通して、大人の「学び」が生まれるのも学校運営協議

会（コミュニティ・スクール）の良さであると思います。 
令和７ 年度、新たな形で再スタートとなる「花いっぱいふれあい・・・・」の活動が、世羅西地

域の安心・安全な生活環境につながるとともに、地域の教育力の向上につながっていけばと思っ
ています。 
 

＜生徒の感想より＞ 

・当たり前だと思っていた「せらにし学びの七か条」や「７つの習慣」などが、社会に出たときに

とても自分に役立ってくるということを学びました。 

・３人の先輩方のお話を聞いて、自己実現を達成するために目標を決めて自分の苦手なことにチャ

レンジをしていきたいと思いました。 

 

H28年卒  
年宗彪吾先輩 

H29年卒  

三木颯人先輩 
R3年卒  
淀川碧及先輩 


